新規研究会応募用紙（企画書）
提出年月日　　　年　　月　　日
	研究会名（仮）
	研究会

	主査・幹事
	主査：　　　　　　　　　　　幹事：

　　　　　　　　　　　　　　幹事：

	研究会主旨


	（研究会の研究分野、テーマなどできるだけ具体的に記入下さい。）



	年間

スケジュール
	開催予定回数　　　　　　　　　年間　　　　　　　回 開催予定

	
	（年間スケジュール、開催月、テーマ、発表者、会場など予定している内容をできるだけ具体的にご記入下さい。）



	申込者

連絡先
	氏名：

                              　　　    （会員番号　　　　　　　）

住所：

TEL：　　　　　　　　　　　　e-mail:


新規研究会の応募について
研究会は、「研究会の設置及び運営に関する規則（研究会設置運営規則）」に基づいて設置されるものです。

1． 分野
情報およびコミュニケーションの分野、情報通信学会にふさわしい分野であること。

2． 資格
研究会主査および幹事など活動メンバーは学会員であること。

3． 企画書の提出
所定の応募用紙に、代表者の連絡先と研究会名（仮）と研究会の主旨、年間計画を記入し、メール添付もしくは郵送で事務局に提出してください。
4． 活動公開の義務
研究会は、開催を事前に告知し、会員および関心を持つ一般の方が参加できるものとすること。活動内容を学会ホームページおよび学会誌で報告すること。

5． 活動拠点
活動拠点は東京に限らない。地方に活動の拠点をもつ研究会も可能です。
6． 年間活動費
研究会の活動費として、年間8万円の予算が付きます。使途の制限については別紙「研究会細則」を参照ください。
7． 活動の評価
研究会活動はポイント制により評価します。ポイント制の詳細については別紙「研究会細則」を参照ください。

8． 活動期間
研究会活動は2年ごとに見直しを行ないます。
＊　１０ポイント未満の場合には継続できません。ただし、特別の事情がある場合には事務局までご相談ください。
研究会細則
平成24年3月30日
研究企画委員会決定
（１）　研究会の義務について
・研究会は会員誰もが参加できるものとすること。
・活動内容の告知と報告をすること。
・開催前の告知文を作成すること。
・開催後、直ちに学会ホームページに開催した事実を報告すること。
・開催後、直近において発行される学会誌に活動報告を提出すること。
・研究会の主査及び幹事は、会場の確保、準備、受付、会計を行うこと。
・事務局は、必要があれば、会場の確保、準備、受付、資料のコピー等を補佐すること。
（２）　研究会のポイント制について
・研究会の活動は、下表の基準により加算されるポイントの総数によって評価される。
・研究会は、一事業年度当たり１０ポイントを超えなければならない。
	活動内容
	ポイント数

	通常の研究会の開催
	３

	シンポジウムなどの開催
	５

	学会ホームページへの開催告知
	１

	学会ホームページへの研究会報告
	１

	学会誌「研究会報告」への掲載
	３

	研究論文としての研究成果報告
	２

	研究会のストリーミング配信等
	２

	研究成果を単行本として発表
	５


（３）　新規研究会の予算について
①　予算額
・一研究会当たりの予算は上限8万円を原則とする。
・原則として主査の立替払いとし、年度末に清算する。必要な場合は事務局より仮払いを行う。
②　会計報告
・年度末には領収書（宛名は「情報通信学会」とする。）を添えて会計報告をする。
・電子データは、研究会の名称を付したファイル名（「○○研究会会計報告」）とする。
③　講師謝金
・謝金の支払いは、原則として振込みとする。幹事は、金額と振込先金融機関の口座情報を事務局へ連絡する。
・謝金を個人宛に直接現金で支払う場合は、源泉徴収（10.21％）を行う。源泉徴収額は事務局より毎月税務署に支払うため、その都度、事務局に連絡する。
・支払先が法人の場合、または外国人の場合は、事務局へ相談する。
④　必要経費として認められるもの
・会場費
・講師謝金　２万円（手取り額）まで（会員の場合は謝金なしとする）
・講師交通費（実費）
・配付資料等のコピー代
・事前打合せや講師の弁当代、ペットボトル等の飲料代、茶菓代等
・懇親会補助（年１回、一人当たり１０００円程度とする）
・アルバイト代、その他通信費等
＊領収書が発行されない小額の交通費、通信費等費用は別途詳細を提出すること
